
研修名 :

日程

会場

研修記録シート1(目標)
この事前提出シーHま、研修受講前に「受講者」と「管理者」が受講に当たつての目標を共有するためのものです。

研修に期待すること、日標、成果等を記入してください。
赤枠内を入力してください。

更新B

2025/2/28 氏名

1.受講前

受講者記入欄

入力日

受講目標(研修後にどのような行動がてヽきるようになりたいか)を記載してください。

管理者記入欄 :受講者に研修で学んてSlま しもヽこと'期待することを記載してください。

所属先及び役職

役職

2.受講後(3カ月後程度 )

受講者記入欄 :受講成果(目標の達成と実践への活用の状況)の 自己評価を記載してください。

入力日

受講成果(受講者の目擦∽達成と実践への活用状況)を記載してください。

I

I

記入者氏名

入力日

管理者記入欄

記入者氏名

入力日

所属先及び役職

役職

※受講目標は受講者と管理者で相談して決めてください。

※管理者記入欄は、受講者が管理者本人、又は実務に就いていない等の理由により、管理者が記入できない場合には、地

域の主任介護支援専門員に相談して記入をお願いします。

※「受講後」の欄は、実務に就かない方は、未就労である旨を記載の上、就労後に御活用ください。

2024/11/26

Z00Mを利用したオンライン研修



研修言B録ンート2(評価)
この振り返リシートは、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き図め、今後
の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

修名:更新研修B

目名:①介護保険制度の理念,現状及びケアマネジメント

時間蜘　　鋤

11/26(火 ) 9i30 12:30

Z00Mを利用したオンライン研修
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2
名

　

講
定
号

氏

　

受
決
番

項  目 受講前
受講
直後

鋭
榊
靭

備  考

記入 日(入 力日)

①
介護保険制度創設の背景や基本理念について

説明できる。

② l地域包括ケアシステムが求められる背景とその

考え方について説明できる。

③

地域包括ケアシステムの構築や地域共生社会
の実現に向けた自らの地域における取組状況
(関連する法制度や事業等の動向等)について

述べることができる。

介護保険制度におけるケアマネジメントの役害1

や機能について説明できる。
④

介護サービスの利用手続き(要介護認定等に
⑤ 関する基本的な視点と概要)を述べることができ

る。

⑥
居宅サービス計画等の作成の目的と留意点を
述べることができる。

⑦
保険給付及び給付管理等の仕組みを述べるこ
とができる。

※研修とよ自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。

【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 ほとんどできない   1,金くできなtヽ



研修認1録ンート2(雷平価 )

この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の
ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後
の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

名:更新研修B

目名:②自立支援のためのケアマネジメントの基本

時間帥　　鋼
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２
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２
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講
定
号

氏

　

受
決
番

11/26(火 ) 13:30 15:10

Z00Mを利用したオンライン研修

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入日(入力日)

①
ケアマネジメントの成り立ちや機能について説明
できる。

②
運営基準に連守したケアマネジメントの重要 1空を
説明できる。

③
自立支援の考え方や自立支援のためのケアマ

ネジメントの必要 1空 について説明できる。

インフオーマルサービス等も含めた社会資源を
④ 活用したケアマネジメントの必要性について説明

⑤

.できる。

家族等に対する支援の重要性や支援における
1介護支援専門員の役割について説明できる。

⑥
家族等の支援に関連する法制度や事業等の動
向について述べることができる。

⑦
介護予防ケアマネジメントの意義や目的、対象
者について説明できる。

③3度粟研現急:=鰐毯鞘 焦径五Iネ
ジメ

③能報荘燃磐築 邑認試ぞ鶏軽
:Z生 _

※研修イよ自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。

【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 ほとんどできない   1 全くできない



研修記録ン中卜2(評価 )

この振り返リシートは、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学智効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましよう。

修名:更新研修B

目名:④人格の尊重及び権利擁護並びに介護支援専門員の倫理

11/26(火 ) 15:20 18:20

Z00Mを利用したオンライン研修

名

　

講
定
号

氏

　

受
決
番

日受講

会場
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２

１

　

２

　
　
１

　

２

時間

※研修は自己評価とし、4段階評1面で、数字が大きいほど高評価、数字が小さtヽ ほど低評価として記入してくださtヽ c

【選択肢】 4 できる   8 概″&できる   ? |よとんどできない   1 全くできない

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入日(入力日)

①

②

③

一

④

⑤

⑥

人権と専厳を支える専門職として求められる姿

勢について説明できる。

ケアマネジメントを実践する上での介護支援専
門員としての倫理原則について説明できる。

日常業務において起こりうる倫理的課題に対し

向き合うことの重要性について説明できる。

高齢者の人権や尊厳を守るための制度の内容

|や利用方法について説日月できる。

高齢者の意思決定支援の必要性や基本的なプ
ロセスについて説明することができる。

(先輩や上司の指導を受けながら、)介護支援

専門員としての倫理原則に基づいた、ケアマネ
ジメントプロセスの実施ができる。



研修君E録シート2(評価)

この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

修名:更新研修B

目名:③アセスメント及びニーズ把握の方法

名

　

講
定
号

氏

　

受
決
番

辮　　鋤

時間

※研修は自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さしヽほど低評l函として記入してくださtヽ 。

【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 ほとんどできない   1 全くできない
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9:30 16:3011/29(金 )

00Mを利用したオンライン研修

項  目 受講前
講

後
受
直

実践
評価

(3ヶ月後〉
備  考

記入 日(入 力日)

①

　

　

②

アセスメントの意義と目的について説明できる。

アセスメンHこおける情報収集の項目や目的を

説明できる。

③
アセスメントからニーズを導き出す思考過程を説
1明 できる。

④ ―利用者・家族の意向の確認を実施できる。

⑤ 4芦
の維持・改善,悪化の可合ヒl生を予測でき

⑥
利用者 `家族から得た情報に基づく課題の抽出
を実施できる。

② 利用者・家族の持つている力を把握できる。

③
1多 職種によるIl青報を関連づけたアセスメントを実
1施できる。

③
和ま用者・家族のニーズの優先順位を判断でき
る。

⑩ 再アセスメントの重要性について説明できる。

|

|



研修記録ンート2(評価 )
この振り返リシーHま、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

名 i更新研修B

目名:③居宅サービス計画等の作成

帥　　鋤

12/5(木 )

朗
甲

Z00Mを利用したオンライン研修

9:30
時間
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２

１

　

２

　
　
１

　

２

氏名

受講
決定
番号

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入日(入力日)

①
居宅サービス計画の意義と目的について説明で
きる。

②
居宅サービス計画等の様式における記載の日

的について説明できる。

③
利用者、家族の意向を踏まえた課題の解決に
向けた目標の設定の方法について説明できる。

④
居宅サービス計画実施後の生活の変化を予測

する際の留意点を説明できる。

居宅サービス計画等に必要な社会資源(イン

⑤ フオーマルサービス等)を位置付けることの必要

⑥

‖生について説日月できる。

生活目標に応じた必要な支援内容(サービス内
容)を判断できる。

⑦
1生活目標を達成するための期間の設定を判断
|できる。

(先輩や上司の指導を受けながら、)利用者、家
③ 族が合意できる居宅サービス計画書の作成を

実施できる。

③
居宅サービス計画等と個別サービス計画の連
動の重要性について説明できる。

介護予防サービス・支援計画の関連様式の作
① 成方法、作成のための課題分析の考え方につ

いて説明できる。

※研修は趨己評価とし、4段 階評ltthで、数字が大きい1よ ど高評価、数字が小さいほど低評1面として記入してください。

【選択肢】 4,できる   3 概ねできる   2 1よとんどできない    ヽ全くできない



研修雷己録シート2(評価)

謡盤 就   釧 房窯季採 蕗事碧隠 譲麟 鑓晟鞠
の学溜方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

修名:更新研修B

目名:⑬地域共生社会の実現に向けた地域包括ケアシステムの深化及び地域の社会資源

受講日 時間 氏名

※研修は自己評価とし、4段階評価で、数字が大きも`ほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してくださも`c

【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 13iとんどできない   1 全くできない

１

　

２

１

　

２

　

　

１

　

２

講
定
号

受
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番

会場

9:3012/12(木 )

を利用したオンライン研修

項  目 受講前
講
後

受
直 鋭

腑靭
備  考

記入日(入 力日)

①
地域包括ケアシステムの構築に向けた取組が

求められる背景について説明できる。

②
地域包括ケアシステムを構築する意義と目的に
ついて説明できる。

③
利用者の地域の社会資源の調査を実施でき
る。

地域包括ケアシステムの構築に向けて介護支
④ 援専門員が果たすべき役割について説明でき

る。

⑤
地域の現状、課題、目指す方向性、社会資源
の整備状況等を述べることができる。



研修記録ン…卜2(評価 )
この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の
ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後
の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

研修名:更新研修B

科目名:⑩-4ケアマネジメントの展開:大 1退骨頸部骨折のある方のケアマネジメント

受講日
12/13(金 )

時間 氏名

会場

１

　

２

１

　

２

　

　

１

　

２

講
定
号

・受
決
番

9:30 16:15

OMを利用したオンライン研修

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(3ヶ 月後)

備  考

記入日(入 力日)

①
大腿骨頸部骨折の特徴や療養上の留意点、起
こりやすい課題について説明できる。

②
1溶蛭晶琴尉層舞怒紹d岸得厭ま亀露昌曇え
|た支援に当たつてのポインHこついて説明でき
|ス

③

大腿骨頸部骨折のある方のケアマネジメンHこ

おける介護支援専門員の役割について説明で
きる。

④*ど鵡 髪臨 紹匡藩線 肉
1鎖鋸蕪整鍵獄堤と簾野

の

⑤

(元輩や上司の悟導を覚けながら、,適切なケア

|マネジメント手法の考え方に基づき、疾患別ケア

(大腿骨頸部骨折)に関するアセスメントや居宅
|サービスの計画等の作成ができるハ

※研修は自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。
【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 ほとんどできない   1 全くできない



研修記録ンート2(評価 )

この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後
の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

修名 :更新研修B

目名:繹惑凝揺傘蓬蕪轟期町要屠藤 堤驀名慧薯二麓
(糖尿病、高血圧、脂質異常症、
用症候群等)の留意点の理解

時間
2

2

紳　　鋼

１

　

２
氏名

受講
決定
番号

12/13(金 ) 9:30 17:15

Z00Mを利用したオンライン研修

項  目 受講前
諾
後

受
直

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入 日(入 力日)

①

高齢者に多い疾患(精尿病、高血圧、脂質異常

症、呼吸器疾患、腎臓病、肝臓病、筋骨格系
疾患、廃用症l兵群等)の種類、原因、症状につ

いて述べることができる。

高齢者に多い疾患等の生活をする上での障害

② 及び予防 ,改善方法について述べることができ
'る。

③
高齢者に多い疾患等における療養上の留意点
について述べることができる。

―
高齢者に多い疾患等の特性に応じたケアマネジ

④ メントの具体的な方法について述べることができ
'る。



研修言B録ンート2(評価)
この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

修名 :更新研修B

目名:①…2ケアマネジメントの展開:脳血管疾患のある方のケアマネジメント

1/9(木 ) 9:30 15:15

Z00Mを利用したオンライン研修

氏名時間辮　　錫

１

　

２

１

　

２

　

　

１

　

２

受講
決定
番号

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入日(入 力日)

疾患の性質上、身体機能の制約や高次脳機能
① 障害が生じやすい疾患の特徴について説明でき

る。

望む生活を継続するためのケアマネジメンHこお

② ける留意点や超こりやすい課題を踏まえた支援
に当たつてのポインHこついて説明できる。

③
Я凶血管疾患のある方のケアマネジメンHこおける
介護支援専門員の役割について説明できる。
す
脳血管疾患を有する方の在宅のケアマイジタン

トやその前提となる多職種との情報共有におい

て必要な視点、必要性が想定される支援内容

|〔 琵攀調上
整

部仏考暮藻第奪泰哀守審朝懸ツ移
|マネジメント手法の考え方に基づき、疾患別ケア

(脳血管疾患)に関するアセスメントや居宅サー
ビスの計画等の作成ができる。

④

③

※研修rょ 自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいl訴 ど高評価、数字が小さしヽほど低評価として記入してください。

【選択肢】 4 できる   3概 ねできる   2 fまとんどできない  1 全くできない



町修記録シート2(評価 )
この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

修名:更新研修B

目名:①-3ケアマネジメントの展開:認知症のある方及び家族等を支えるケアマネジメント

受講日
1/10(金 )

|

9:30 15:15

Z00Mを利用したオンライン研修

氏名

会場

１

　

２

　

　

１

　

２

時間
2

受講
決定
番号

項  目 受講前
受講
直後

実践

評価
(9ヶ月後)

備  考

記入日(入力日)

① l
認知症の特徴や療養上の留意点、起こりやすい

課題について説明できる。

②

　

　

③

認知症における療養上の留意点 ,倫理的な対

応及び、起こりやすい課題を踏まえた支援に選
たってのポイントについて説明できる。

認知症のある方のケアマネジメンHこおける介護
支援専門員の役割について説明できる。

認知症のある方の在宅のケアマネジメントやその

④

饒 翻 郡
隷 爛

‐
(売輩や上司の指導を受けながらt)適切な″
マネジメント手法の考え方に基づき、疾恙別ケア
(認知症)に関するアセスメントや居宅サービス

の計砥等の生成ができる。

⑤

※研修は自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。

【選択故】 4 できる   3 概ねできる   2 1まとんどできない  1 金くできない



研修記録シート2(評価)

謡盤 就   釧 広窯乎解 落撃名鸞 設朧 駅 詫
の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

修名 :更新研修B

科目名:④実習オリエンテーション

1/10(金 ) 15:25 16:25

Z00Mを利用したオンライン研修

氏名時間日受講

会場

１

　

２

　
　
１

　

２

１

　

２

受講
決定
番号

項  目 受講前
講
後

受
直

実践

評価
(3ヶ月後)

備  考

記入日(入 力日)

① 蹴箪塁疑
ける実習の位置報 目的こついて説

② l実習協力者に実習内容について説明できる。

③ 実習,こおけるfぷ構えについて説明できる。

④ 実習子こ取り組む姿勢について説明できる。

⑤
個人情報保護をはじめとした実習に必要な資料
の準備ができる。

③
実習協力者の状況に合わせて実習を行うことの

必要性について説明できる。

※研1疹 は[曇 己評価とし、4段 階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。

【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 ほとんどできない  1 金くできなしヽ



研修記録シート2(評価)
この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学碧効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後
の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

研修名 :更新研修B

目名:⑦ケアマネジマントの基礎技術に関する実習

1 / 1 1/31

作成実習

氏名時間螂　　鋤

１

　

２

１

　

２

　

１

　

２

受講
決定
番号

項  目 受講前
受講
直後

実践

評価
(3ヶ月後)

備  考

記入日(入力日)

ケアマネジメントプロセスの実践にあたつての留

① 意点を踏まえ、観察した結果を盛り込んだ実習

報告書の作成ができる。

ケアマネジメントプロセスについて、指導者のも

② と、実習先で体験した結果を盛り込んだ実習報
告書の作成ができる。

③
実際の生活環境を観察した結果を盛り込んだ実|
習報告書の作成ができる。

④
実曹協力者の状況に合わせて実習を実施でき

る。

⑤ l給付管理業務の流れを述べることができる。

※研修は自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。

【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 ほとんどできない  1 全くできない



研修冨B録シート2(層甲価 )

この振り返リシートは、科日の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

更新研修B

目名:⑬ -1ケアマネジメントの展開:生活の継続及び家族等を支える基本的なケアマネジメント

受講日
2/6(木 ) 9:30 14:15

ZOOMを利用したオンライン研修
会場

１

　

２

　
　
１

　

２

時間

１

　

２

名

　

講
定
号

氏

　

受
決
番

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(3ヶ 月後)

備  考

記入日(入 力日)

高齢者の生理、心理、生活環境などの構造的

① lな理解に基づいたケアマネジメントの重要性につ
|いて説明できる。

② lょ
毛紺

必要とする高齢者の特性につ

③
高齢者の代表的な疾患や症候群の特徴を述べ

ることができる。

④
疾患別ケアマネジメンHこおける介護支援専 F二

員の役割について説明できる。

⑤
　
　
⑥

　
　

⑦

適切なケアマネジメント手法作成の背景、目的、

1基本的な考え方について説明できる。

適切なケアマネジメント手法の「基本ケアとの位
置づけ、構成を述べることができる。

本人が有する疾悪に関係なく、在宅のケアマネ
ジメントやその前提となる多職種との情報共有に

おいて必要な視点、必要性が想定される支援

′
c卜

‐
刀 う`く,迎七プ」な グ 〆

③諦紗捩承轟動奎こと烹ぅ丁ξ善毬予ζttlこ
!を佳耐おヾ r・去ス_

※研修1ま 自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。

【選択肢】 4 できる   3 1み |ヽね できる   2 ほとんどできない   1 全くできない



研修記録シート2(評価 )
この振り返リシートは、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

修名:更新研修B

目名:②介護支援専門員に求められるマネジメント(チームマネジメント)

2/6(本 ) 14:26 16:25

Z00Mを利用したオンライン研修

名

　

講
定
号

氏

　

受
決
番

日受講

会場

１

　

２

１

　

２

　
　
１

　

２

時間

※研修は自己評価とし、4段階評価で、数字が大きい|よ ど高評価、数字が小さいほど1氏 評価として記入してくださもヽ。

【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 ほとんどできない   1 全くできない

項  目 受講前
受講
直後

実践

評価
(3ヶ月後)

備  考

記入 日(入 力日)

①

・

②

③

④

⑤

:利 用者及び家族の支援に際し、チームアプロー

チの意義と目的について説明できる。

チームを構成する各専門性の役割について説

明できる。

インフオーマルサービスの役割について説明でき
る。

チームにお1す る介護支援専門員の役割につい

て説明できる。

アセスメンHこ基づく必要なチームの形成を実施
できる。

⑥ チームにおける情報共有を実施できる。

⑦ 円滑なチーム運営を実施できる。



研修記録ンート2(評価 )

この振り返リシーHよ、科目「の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

名 :更新研修B

目名:①生活の継続を支えるための医療との連携及び多職種協働の意義

時間受講

会場

１

　

２

　
　
１

　

２

１

　

２
氏名

受講
決定
番号

9:30 12:302/7(金 )

ZOOMを利用したオンライン研修

項  目 受講前
講

後
受
直

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入日(入 力日)

①
医療との連携の意義と目的について説明でき
る。

②
　
　

③

　
　
④
　
一　
⑤

医療機関や医療職からの情報収集及び提供の

方法及び内容について説明できる。

地域の在宅医療・介護の連携を促進する仕組
みについて説明できる。

多職種協働の意義と目的について説明できる。

多職種間で情報を共有することの重要性につい

て説明できる。

多職種協働における個人情報を取り扱う上での

⑥ l利用者とその家族の同意の必要性について説
1明できる。

※研修は豊己評価とし、4段階評価で、数字が大きいrょ ど高評価、数字が小さいほど低評l鵡 として記入してくださtヽ 。

【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2,ほ とんどできない   1 全くできない



研修記録シート2(言甲価 )

この振り返リシートは、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましよう。

修名:更新研修B

目名 :① -5ケアマネジメントの展開 :心疾患のある方のケアマネジメント

時間

期　　錫

１

　

２

　

　

１

　

２

１

　

２

名

　

講
定
号

氏

　

受
決
番

579:30

利用したオンライン研修

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(3ヶ月後〉
備  考

記入日(入力日)

① 輩
に螂 盛 惑の特徴つ いて説明

心疾患のある方のケアマネジメンHこおける留意

② :点や起こりやすい課題を踏まえた支援に当たつ
てのポイントすこついて説明できる。

③蝶曇畠竃名霧留艇ζ雷喀筆詣輩華浮
る介護

④宗群協緊睡淫税報議翡
1魯歯祭理者あ指導を受けなが狽苅切なケア

⑤〔I憩裟患子1藁第宅亨乙識象ギきぞ苧Ⅶ墜了
.のと画等の作成ができる。

※研修1よ 自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さtヽ ほど低評価として記入してください。

【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 1よとんどできない   1 全くできない



研修記録シート2(評価 )

この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学潜方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

修名:更新研修B

目名:①-6ケアマネジメントの展開:誤疎性肺炎の予防のケアマネジメント

受講日

会場

１

　

２

１

　

２

　

　

１

　

２

時間 氏名

講
定
号

受
決
番

9:30 17:152/13(木 )

Z00Mを利用したオンライン研修

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(3ヶ 月後)

備  考

記入日(入力日)

① 誤疎性肺炎の特徴について説明できる。

1誤疎性肺炎の予防のためのケアマネジメンHこ

② lおける留意点等を踏まえた支援に当たつてのポ
|イントについて説明できる。

③
―誤疎性肺炎の予防における基本ケアの重要性

|を説明できる。

誤疎性肺炎の予防における介護支援専門員の
1役害1について説明できる。

1誤疎性肺炎の予防に向けたケアマネジメントや

その前提となる多職種との情報共有において必

要な視点、必要性が想定される支援内容を述

f牙垂窪鵜 導を受けな魅渤 なケア
マネジメント手法の考え方に基づき、疾患別ケア
(誤疎性肺炎の予防)に関するアセスメントや居

!宅サービみの計画等の生成ができる。

④

③

⑥ |

※研修は陰己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど葛評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。

【選択肢〕 4 できる   3 1既ねできる   2ほ とんどできない  H 全くできない



研修記録ンート2(評価 )

この振り返リシートは、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

名:更新研修B

目名:⑬-8ケアマネジメントの展開:看取りに関する事例

時間帥　　鋤

１

　

２

　

　

１

　

２

１

　

２

名

　

講
定
号

氏

　

受
決
番

9:00 17:45

ZOOMを利用したオンライン研修

項  目 受講前
講
後

受
直

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入 日(入力日)

①
看取りにおける介護支援専門員の役割や適切
な姿勢について述べることができる。

1言RXり !―関 ワ0合 4皇フ基こ入予 tアジ酒用力法 コヽミ

1医療職をはじめとする多職種との連携 ,協働を―
効果的に行うためのポインHこついて述べること

ihミ不共ム_

看取りに向けた利用者及び家族との段階的な

関わりの変イとについて述べることができる。

②

③

看取りのケースにおいて、在宅生活の支援にお
④ いて起こりやすい課題につしヽて述べることができ

る。

⑤
看取りの特性に応じたケアマネジメントの具体的
な方法について述べることができる。

※研修は自己評価とし、4段 階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。

【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 ほとんどできない   1.全 くできない



研修記録シート2(評価 )

この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

修名:更新研修B

目名
⑩-9ケアマネジメントの展開:地域共生社会の実現|

な事例のケアマネジメント
向け他法他制度の活用が必要

受講日 時間 氏名

※研修は自己評1函とし、4段階評価で、数字が大きtヽ ほど高評価、数字が小さいほど低評価ともて記入してくださいっ

【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 1よ とんどできない   1_全 くできない

１

　

２

１

　

２

　
　
１

　

２

講
定
号

受
決
番

会場

17:452/17(月 )

Z00Mを 利用したオンライン研修

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入日(入 力日)

①
他法他制度の活用が必要な事例を学ぶ必要性
について説明できる。

②学Ⅷ 資、雪蝠領盤摯
姉`

③宮縄鍵蹂 象艇穏隣嘉縛騨堵
幅墨李益≧絶馬濃金陰辞認鵜 者虐待
防止関連施策、障害者施策、生活困窮者施

④葬儀誕塩ぽ豊罹乱妻換聴高懇纂連
施策等)の 内容や動向について述べることがで

_きる。
難病のケアマネジメントの基本的な考え方やプロ

⑤ セス、医療や障害福祉の関係機関との連携・多
職種連携の必要性について説明できる。



研修記録シート2(評価)
この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学碧効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましよう。

修名:更新研修B

目名:⑩アセスメント及び居宅サービス計画等作成の総合演習

受講日
2/27(本 ) 9:30 14:30

ZOOMを利用したオンライン研修

時間

会場

１

　

２

１

　

２

　
　
１

　

２

名

　

講
定
号

氏

　

受
決
番

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入日(入 力日)

①
1事例に応じたケアマネジメンHこついて説明でき

|る。

②
|ケアマネジメントプロセスごとの課題について説
―明できる。

③
講評を受け、今後の自己課題の設定を実施で

きる。

一
自

る

・

一　
④

己の課題に応じた解決策について説明でき

⑤霧籐 艤献饗議読戸
ユ`例ング

※研修は自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さtヽ ほど低評1繭として記入してください。

【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 rよ とんどできない  1 全くできない



研修記録ンート2(評価)

この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

名:更新研修B

目名:〇ケアマネジメンHこ係る法令等の理解

2/28(金 ) 9:30 11:30

Z00Mを 利用したオンライン研修

時間

会場

名

　

講
定
号

氏

　

受
決
番

受講日

１

　

２

１

　

２

　
　
１

　

２

項  目 受講前
受講
直後

実践

評価
(3ヶ月後)

備  考

記入日(入力日)

① 介護保険法の意義と目的について説明できる。

②
介護保険法に連守したケアマネジメントを実施で

きる。

③ 利用者を取り巻く諸制度1こついて説明できる。

④ 実践上の法令連守について説明できる。

⑤
介護報酬に係る関係告示や通知等の概要につ

いて説明できる。

※研修は自己評価とし、4段階評l藤で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。

【選択肢】 4.できる   3 概ねできる   2 1よとんどできない   1 全くできなも`



研修言己録シート2(評価)

この振り返リシートは、科目の受講前後で各自の理解度幕季拝者氣毛藍事名ご眉忌頂髯哲T署撃駅 鞠ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものく

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

名:更新研修B

目名:⑪研修全体を振り返つての意見交換、講評及びネットワーク作り

受講日

会場

時間

１

　

２

氏名
２

　
　
１

　

２

講
定
号

受
決
番

14:3012:302/28(金 )

Z00Mを利用したオンライン研修

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入日(入力日)

①

　

　

②
　
．　
③

受講を通しての自らの今後の学習課題・目標の

設定を実施できる。

研修を通じ、自分の活動意欲の向上を実施でき

る。

学習課題を基にケアマネジメントプロセスを実施
できる。

④
自己の介護支援専門員としての活動の準備を

実施できる。

⑤ 受講者間のネットワークの構築を実施できる。

⑥
専門職としての継続的な自己研鑽の必要性に

ついて説明できる。

⑦
1地域における学びの場や機会の状況について述

|べ ることができる。

※ 研修Fよ 自 言平イ面とし、4段階評価で 数 字 んヾ 大 ど高評 1面 数 字がツトさt どイ氏評 lH懸 として 記 入 し

【 4 3 と 1

選択絞 】

邑

できる 概 ね で きる

きしヽ十よ

2 十よ んどできなじ

1ヽよ

全くで きなし

て くださし


